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【問い合わせ　総務課　税務管理班（⑥窓口）☎ 84 － 1502】

町県民税・所得税の申告期間は２月15日㈭から３月15日㈭です
＜受付時間＞ 午前の部 ８時30分～11時30分　　午後の部 １時～３時30分
確定申告は平成29年１月から12月までの所得を申告するもので、町県民税・所得税を確定させるほか、
国民健康保険税、介護保険料などの課税の基礎となる大切なものです。また、所得課税（控除）証明
書などの発行資料にもなりますので、忘れずに申告してください。
未申告の方の場合、国民健康保険税の軽減や介護保険料、後期高齢医療保険料、保育料などの算定
で不利益などを受ける場合がありますので申告を行ってください。

申告相談日は、下記のとおりです。期間中は混雑が予想されますので、時間に余裕を持ってお越し
ください。

　大切なお知らせです　
・申告期間中は各会場へ出張しているため、町役場税務窓口での申告相談は行いません。ご注意ください。
・マイナンバー制度開始により、確定申告時における本人確認が義務付けられました。
確定申告にお越しの際は、下記のいずれかの書類もご持参くださいますよう、お願いします。
①個人番号カード（顔写真入り）の写し
②番号通知カード（顔写真無し）の写し＋運転免許証などの写し
代理でご家族の確定申告をされる場合は、ご家族の①もしくは②の書類の写しも併せてご持参ください。

　電子申告について　
申告会場に足を運ばなくとも、自宅のパソコンから国税庁のホームページにアクセスすると確定申告書が
作成できます。作成したデータは自宅から税務署に送信することや（e-Tax）、添付書類と一緒に税務署
に郵送で提出することも出来ますので、ぜひご利用ください。
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）　問い合わせ先：会津若松税務署　☎27－4311

平成30年度（平成29年分） 確定申告

月 日 曜日 申告相談会場 午前の部 午後の部

２
月

15 木 高寺コミュニティセンター 片門・洲走 窪倉・舟渡
16 金 窪・赤城新田・杉山 天屋・本名
17 土 休　　日18 日
19 月 八幡コミュニティセンター 塔寺 塔寺
20 火 気多宮・大沢・平井 塔寺二区・朝立・和泉
21 水 川西コミュニティセンター 見明・津尻 宇内
22 木 長井 大上・袋原
23 金 広瀬コミュニティセンター 青木・沼越 立川・御池田
24 土 休　　日25 日
26 月 広瀬コミュニティセンター 三谷・下政所・青津 五香・西青津
27 火 若宮コミュニティセンター 勝方・大村 樋渡・大江・沖・金沢・上新田・

中新田
28 水 牛沢・矢ノ目・上金沢 水島・牛沢・蛭川

３
月

1 木 金上コミュニティセンター 村田・村田新田・履形・束原・新村 金上・樋口分・太田谷地
2 金 中開津・上開津・海老沢・細工名 福原・新開津
3 土 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
4 日 休　　日
5 月

中央公民館

橋本・本町・鉄砲町・仲町 中政所・和泉川原・柳町
6 火 緑町・杉・船窪 中村・原・羽林
7 水 上町・小原 新舘・八日沢
8 木 古坂下 古坂下
9 金 新町 新町
10 土 休　　日
11 日

中央公民館

地区指定なし 地区指定なし
12 月 桜木町 新富町
13 火 諏訪町・茶屋町 新栄町
14 水 地区指定なし 地区指定なし
15 木 地区指定なし 地区指定なし
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【問い合わせ　生活課　保険年金班（④窓口）　☎ 84 － 1501】

平成30年４月から
国民健康保険制度の仕組みが一部変わります

国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組みですが、「高齢者の加入割合が高い」「一
人当たりの医療費が高い」「財政基盤が不安定」といった構造的な課題を抱えているため、県も国保の
運営を担うことになります。
県が財政運営の主体となり、仕組みは一部変わりますが、今までどおり、町が国保税の納付や各種

手続きなどの役割を担いますので、被保険者証の交付や国保税の賦課・徴収、保険給付の申請、各種
届出の窓口などはこれまでと変わりません。
引き続き、加入者が安心して医療を受けられ、長く健康に過ごせるよう、医療費の適正化に繋がる
取組みや保健事業の充実などに努めていきます。

○特定健診・保健指導を受け、生活習慣病を予防しましょう
健診を受け自分の体の状態を知ることが健康への第一歩です。高血圧や糖尿病、心疾患など
の生活習慣病はさまざまな合併症を引き起こす危険があります。食事や運動など、できること
から病気の予防に心がけましょう。
また、特定健診で要精検の判定の方は早めに医療機関を受診しましょう。
町では、保健師・管理栄養士が健康相談をお受けしています。お気軽にご相談ください。

○ジェネリック医薬品を活用しましょう
ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同等の品質・有効性・安全性が認められている後発医
薬品のことです。開発コストが抑えられるため価格が安く、医療費の削減につながるだけでな
く、患者本人の自己負担の軽減にもつながります。
利用については、医師や薬剤師に相談しましょう。

窓口はお住まいの市町村

●保険税の納付
●保険給付などの申請
●資格取得・喪失などの届出 ●納付金の納付

●保険給付に必要な
　費用の交付

●被保険者証の交付
●保険税の賦課
●保険給付

加
入
者

市
町
村

都
道
府
県

市町村
県
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ち 話の 題ま

12月12日、町長室において三ツ重ね福俵3組
の贈呈式が行なわれ、力さんの奥様である石綿美
和子さんが来庁されました。石綿さんはご夫妻で
福俵を制作しており、坂下初市の際に撒かれる福
豆俵も一つひとつ手作りしています。
福俵の寄贈は今年で17年目、福豆俵制作に携

わっては57年目を迎えました。特大の福俵は役
場玄関に飾られていますので、来庁の際にはぜひ
ご覧ください。

一般財団法人自治総合センターでは宝くじの社
会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収益を
財源に、コミュニティ助成事業を行っています。
この宝くじの助成金で舟渡区への小型除雪機お

よび格納庫が整備されました。今後、整備された
小型除雪機は、舟渡区内の緊急路の確
保やコミュニティ活動のために地区の
方々が協力し合いながら利用します。

町の基幹産業である農業を魅力と活力あるもの
とするため、会津坂下町農業委員会の皆さんが12
月６日、町および町議会へ意見書を提出しました。
早川清隆会長は「原発風評被害、多発する災害、
後継者不足など課題が山積している。この意見書
を町の農業施策に反映し、計画的で着実な事業の
推進を図っていただきたい。」と述べられました。

石
いしわた

綿　力
ちから

さん　福俵寄贈

コミュニティ助成事業で舟渡区へ
小型除雪機が整備されました 平成30年度農業施策に関する意見書を町へ提出

会津坂下町農業委員会

私たちの暮らしの中には様々な年
中行事があり、豊作や健康などを願
います。

それに伴う行事食は、正月のお節料理や雑煮に
始まり、節分には最近では恵方巻きを食べる方も
多いようです。ひな祭りには、ちらし寿司といっ
たところでしょうか。伝統行事を通して、あらた
めて食文化の大切さや人と人とのつながりを見つ
め直すきっかけにしたいものです。
さて、本格的な冬を迎え、会津は除雪作業に大

忙しで、春が待ち遠しいところです。
しかし、この寒く厳しい会津の冬を耐え忍ぶこ

とは、頑固ながらも、粘り強さや、親身になって
相手に寄り添える優しさの一因となっているので
はないでしょうか。
会津の冬はまだまだ続きます。除雪作業の際は

家族や隣家に一声掛けて、くれぐれも無理をなさ
らずに。作業に疲れたら周りを見渡してみてくだ
さい。温かな声掛けに、ほっと一息つけるはずです。

スマイルトーク
会津の冬は「あたたかい」

齋藤町長
の
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町の功労者への表彰式が12月14日に中央公民館で行わ
れました。
今年度受賞された方は、特別功労表彰１名、功労表彰

15名、善行表彰２名の合計18名の皆様です。
受賞された皆様へ敬意と感謝を申し上げます。

◆特別功労表彰
　町議会議員在職12年以上
� 齋藤　善平（村 田）

◆功労表彰
　納税組合長在職12年以上
� 大竹　　博（橋 本）
　納税組合長在職15年以上
� 吉澤　一男（茶 屋 町）
� 眞嶋　善介（諏 訪 町）
� 酒井　清幸（気 多 宮）

平成29年度 会津坂下町表彰式

出初め式が開催されました

ち 話の 題ま
１月６日、坂下東小学校体育館において

会津坂下町消防団出初め式が開催され、団
員ら約340人が出席し、今年一年の活動に
向け、気持ちを新たにしました。
式典の後、冬晴れの穏やかな天気のなか、

団旗を先頭に役場前通りを分列行進にて防
火パレードを行い、住民に火の用心を呼び
かけました。その後諏訪神社にて今年一年
の無火災を祈願しました。
冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすく

なります。暖房器具の取扱いには十分注意
し、火災の無い一年を目指しましょう。

◆功労表彰
　消防団員在職20年以上
　　川野　俊昭（古 坂 下）　長谷川裕一（新　　町）
　　佐藤　　崇（新　　町）　大八木栄治（牛　　沢）
　　大竹　克章（沼　　越）　千葉　敏則（袋　　原）
　　青柳　幸雄（塔寺二区）　小野　剛志（和　　泉）
　　鈴木　雄司（桜 木 町）　桑原　清彦（ 杉 ）
　　桑原　　満（ 杉 ）

◆善行表彰
　低床型園庭用コンビネーション遊具1セット寄贈
　　会津坂下ロータリークラブ会長　　斎藤　裕慈
　テーブル12脚及び椅子105脚寄贈
　　株式会社みどり　代表取締役社長　石田　吉仁

受
賞
者
（
敬
称
略
）


